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全国各地への普及





栽培の指針となるガイドラインを基本に

生産者それぞれが、ほ場に合わせ創意工夫する

技術体系



土づくり 土壌断面
 土壌分析

自然観察 土を知る

作物の根伸びが良い

自然尊重・自然順応（自然の働きに順応する）

適地適作

品質・収量向上病害虫対応

環境に合わせる
 気象
 地形
 植生（ほ場の経歴）
 土

自然観察

<そのほ場にあった工夫>
 耕起法
 草の活用・管理 等

健康な作物
 連作
 種



排水性・保水性・通気性の改善
縦構造の形成
心土破砕

微生物、土壌小動物の
多様化、活性化

物理性の改善 生物性の発達 化学性の向上

可給態窒素等、植
物に吸収されやす
い形態へ変化

土の偉力を引き出す。
土づくり



適地適作・土づくりの具体的な紹介

生産者の事例をもって



土質によって作りやすい、作りにくい野菜があ
るため、土質にあった作付けを第一に考えている。

土 質 野 菜
砂地 根菜類、ネギ
砂壌土 ネギ、キャベツ、ブロッコリー、枝豆、葉物、果菜類
粘土 ハクサイ、キャベツ、枝豆、タマネギ

火山灰土 根菜類

CASE１（埼玉県 須賀利治さん）

適地適作



慣行から有機農業への転換中に作物による土づくり

小麦 大豆

小麦 大豆
12月播種 ６月収穫 ７月播種 11月収穫



根伸びを良くする

初期生育
適期

生育温度の確保 水管理

物理性の改善
作付け
敷き草

連作
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